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本事業の経緯
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現場（保健所・保健セン
ター、病院、訪問看護ス
テーション）と大学等にお
ける健康危機対応のニー
ズと課題を調査する

感染症対応を含む健康
危機管理に必要なコンピ
テンシーならびに人材像を
明確化する

2 0 2 5 年 度2 0 2 3 年 度 2 0 2 4 年 度

ヒアリング
デルファイ調査

感染症等の健康危機管理
に強い保健人材育成に必要
なモデル教育プログラムの考
案、コア科目に関する       
e-learning教材の開発

ワークショップの開催
・コンピテンシー
・インストラクショナルデザイン

教材プラットフォームの決定
e-learning教材開発

E-learning教材開
発と公開

モデル施行
大学への説明会
→モデル事業
→学生と教員、現場

へのヒアリング

マニュアル作成

文部科学省の委託事業

2 0 2 2 年 度

大学院/リカレント教育
「感染症に強い看護職人
材」に向けた教材の作成
と公開

JANPUの独自事業

学部用教材の広報活動
および維持・管理
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委員会メンバー
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• 委員長：荒木田美香子（川崎市立看護大学）

• 委 員：

• 感染管理専門チーム

渡部節子（湘南医療大学）、平尾百合子（順天堂大学）、

遠藤英子（国際医療福祉大学大学院）、佐藤淑子（大阪公立大学）

三橋睦子（国際医療福祉大学）、岡田忍（川崎市立看護大学）

• 教材開発運用チーム

荒木田美香子、春日広美（千葉県立保健医療大学）、

春山早苗（自治医科大学）、鈴木美和（三育学院大学）、

川上和美（川崎市立看護大学）

＜協力員＞ 佐藤ゆか（元愛知医科大学）、堀口一明（株式会社医学書院）
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e-learning教材のコンセプト

• コンピテンシーに基づいた教材

• 学生・学習者が考える場面がある ― 状況設定・クイズ

• 実際の場面をイメージできる ― 動画・イラスト

• 教員も学生も自由に使える

• 講義で、演習で、自己学習、国家試験対策で使える

• 部分使用も可能

• 自分の成果が確認できる（事前テスト・事後テスト）

• 受講証明書がでる

• 教員は、学生の学修状況を把握できる

4
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３種類の教材へのアクセス
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大学院・リカレントを加えた３種類の教材
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大学院生/リカレント用教材の構成
単元 大学院/リカレント教育「感染症に強い看護職人材」

単元１
医療機関から在宅までの肺結核
患者の療養生活支援

項目１：肺結核の病態および診断の理解
項目１＋α：肺結核以外の病変、肺結核と鑑別が必要な疾患
項目２：一般病棟に入院する肺結核患者への対応
項目３：入院中の療養生活を支える看護支援
項目４：在宅での抗結核薬の服薬継続支援

単元２
医療施設における薬剤耐性菌の
感染対策

項目１：薬剤耐性菌の基礎知識 薬剤耐性菌（ESBL）について知ろう！
   項目２：抗菌薬の適正使用の実際 抗菌薬の適正使用を知ろう！
   項目３：病院における薬剤耐性菌（ESBL）感染対策
   項目４：薬剤耐性菌（ESBL）を保菌している脊髄損傷患者の看護

単元３
高齢者施設における感染対策：
Covid-19

項目１：高齢者の感染症の特徴と高齢者施設における平時の感染対策
   項目２：入所者がCOVID-19を発症した場合の対応
   項目３：職員がCOVID-19を発症した場合の対応
   項目４：COVID-19のクラスター発生時の対応

単元４
パンデミックにおける感染対策：
新興感染症

項目１：新興感染症のパンデミックに備える
   項目２：新興感染症患者の受け入れと対応
   項目３：パンデミックまん延期の重症患者を受入れる病院での対応
   項目４：新興感染症のまん延期の面会と看取り
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大学院・リカレント用教材の紹介：新興感染症
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大学院・リカレント用教材の紹介
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大学院・リカレント用教材の紹介
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大学院・リカレント用教材の紹介
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大学院・リカレント用教材の紹介
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大学院・リカレント用教材の紹介
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考えてみよう２：病棟のリスクマネジメント（病棟のコホーティング・個室隔離）

14

ナースステーション共同トイレ

101 102 103 104 105

106 107 108
113

（2人床）

高橋さんの入院7日後、有症状者への病棟スクリーニングの結果、
高橋さんに加え、4名の患者よりESBL産生大腸菌が検出された（いずれも尿・便）

• 101-105号室の患者は比較
的ADLが高い

• 106-108,113号室は比較
的ADLが低く、ケアに全介助を
要する

• 111号室の患者は重症である

• 激しい下痢を訴えているのは
101号室の陽性患者である

• 107号室の陰性患者の1人は
胸腔ドレナージ中

倉庫

陽性者

陰性者 胸腔ドレナージ中
（陰性）

陽性者
（激しい下痢）

共同トイレ

112
（個室）

111
（個室）

主な患者の紹介
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学部用教材紹介 大規模自然災害における看護活動

15
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教材の構成 一地域をモデルとして展開

16

災害看護 4単元
（16項目）

感染看護 ５単元
（22項目）

学部生用教材 学部生用教材

大学院生/リカレント
用教材

1.医療施設から在宅までの感染対策

2.医療施設における感染対策

3.高齢者施設における感染対策

4.パンデミックにおける感染対策

ESBL
結核 を作成中
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教材の構成 佐藤さん一家が主な主人公

佐藤時枝さん 78歳（無職）

山中保健所
保健師

弘子さん

時枝さんの孫長男の妻時枝さんの長男時枝さんの夫

時
枝
さ
ん
の
同
居
家
族

佐藤弘子さん佐藤明さん佐藤博さん

佐藤一郎さん
80歳（無職）

•肺気腫で在宅酸素
療法中

•訪問看護を利用1回/週

50歳（会社員）
•1か月間、出張中

45歳（飲食店勤務）

15歳（中学生）

佐藤かおりさん

11歳（小学生）

佐藤次郎さん
5歳（保育園児）

• 11月8日に発症（入院中）
• 症状が出る5～7日前に特別養護老人ホームやまなかのデイサービスを利用
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⚫ 令和X年9月16日（木）午前3時、A県東部を震源とする
M8.0の地震が発生

⚫ A県内では震度6弱～震度7の強い揺れを観測

⚫ 山中市は震度6強、震度2～4の余震が続いている

地震発生によるライフラインの被害影響（山中市）

令和X年9月16日（木）午前9時 現在

⚫ 上下水道断水率90％
⚫ 停電率90％
⚫ 固定電話・携帯電話は通信制限により通じにくい
⚫ 防災行政無線・衛星携帯電話は使用可能
⚫ インターネットは使用可能
⚫ メールは遅れて届く

大規模自然災害の想定

大規模地震
発生

18
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大規模自然災害における看護活動 4単元
単元 項目

単元1
発災直後～72時間以内の看護・保
健活動

項目１ 災害対策の根拠となる法律
項目２ 災害の各フェーズにおける保健活動の概要
項目３ 災害対応の基本

単元2
発災直後～72時間以内の避難所
における看護・保健活動

項目１ 災害時の医療体制
項目２ 災害時のトリアージ
項目３ 医療ニーズが高い人々への支援

単元3
発災直後～72時間以内の避難所
における看護・保健活動

項目１ 避難所での生活環境の衛生対策
項目２ 避難所における災害時要配慮者への対応お

よびアセスメントの視点
項目３ 危機的出来事に見舞われた人々への支援
項目４ 避難所における倫理的課題への対応
項目５ リスクコミュニケーション

単元4
72時間以降の避難所における看護・
保健活動

項目１ 二次的健康課題のアセスメントと対応（個人）
項目２ 避難所の生活環境による二次健康課題のリスクアセスメント（集団）
項目３ 避難所における二次健康課題の予防活動（集団）
項目４ 健康危機発生時の看護職自らの安全管理・健康管理
項目５ 健康危機対応における連携・協働－リーダーシップとメンバーシップ－

19
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考えてみよう 避難所責任者からの依頼への対応

20

あなたが磯野保健師の立場なら、どちらを選択しますか？
以下の選択肢をクリックすると、解説をご覧いただけます。
その後、選択していない方の解説もご覧いただけます。

①「市の統括保健師から、後任保健師と交代するよう指示がありました。でも、私がこれまでの経過をよく知っていますので、後任保健師と一緒に、 避難所運営委員会に参加します。」

①
「市の統括保健師から、後任保健師
と交代するよう指示がありました。
でも、私がこれまでの経過をよく知っ
ていますので、後任保健師と一緒に、
避難所運営委員会に参加します。」

②「市の統括保健師から、後任保健師と交代するよう指示がありました。後任保健師によく伝えておきますので、後任保健師を避難所運営委員会に出席させます。」

②
「市の統括保健師から、後任保健師
と交代するよう指示がありました。
後任保健師によく伝えておきますので、
後任保健師を避難所運営委員会に
出席させます。」
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教材紹介 感染症パンデミックにおける看護活動

21
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感染症パンデミックの想定

今回の学習では、次の架空の新型インフルエンザを想定します。

20XX年9月
〇国で原因不明の重症肺炎患者が増加、

全世界に拡大

20XX年10月
世界保健機関（WHO）が

パンデミックを宣言

⚫ 新型インフルエンザの型：A型H1N1
⚫ 潜伏期間：5～7日
⚫ 感染経路：主にヒトからヒトへの飛沫感染であるが、空気感染の事例がある
⚫ 感染期間：発症2日前から発症後5日
⚫ 従来の抗インフルエンザ薬やワクチンの有効性は明らかではない
⚫ 重症肺炎からの死亡例が確認され、致死率は1～10%程度と推定

現在までのWHOからの発表内容

新型インフルエンザ（学習用の想定）



Copyright © Japan Association of Nursing Programs in Universities. All rights reserved.

感染症パンデミックにおける看護活動 5単元
単元 項目

単元1
外来における個人家族への支援外来に発熱患
者がやってくる

項目１ 保健所への相談と発熱外来受診・患者の誘導
項目２ 外来看護師による緊急のアセスメント
項目３ 医師の診察・検査の支援と入院の調整
項目４ 入院に関する本人・家族への説明

単元２
入院における個人・家族への支援

項目１ 外来からの情報を元に、感染症病床の準備を行う
項目２ 患者をストレッチャーで外来から、病床まで連れてくる
項目３ 病室での対応と患者への説明
項目４ 安楽な呼吸と排痰法の援助を行い、PPEを脱いで病室をでる
項目５ 高齢患者の個室入院で必要な看護問題を考える

単元３
施設における個人・家族への支援

項目１ 保健所等の連絡を受けて入所者の健康状態を観察し、情報を整理する
項目２ 感染症の疑いがある入所者からの感染を防ぐ
項目３ 職員の健康状態を判断して感染拡大予防とケアの継続をはかる
項目４ 対策本部の構築と検討すべき対応
項目５ 急変し、死亡した入所者の家族への対応

単元4
保健所における個人・家族への支援

項目１ 感染症発生届を受けた後の保健所の対応と 保健師の役割
項目２ 積極的疫学調査の実際
項目３ 濃厚接触者の特定と感染拡大のリスクの判定
項目４ 関係機関・施設とのリスクコミュニケーション
項目５ 濃厚接触者の健康観察

単元5
在宅における個人・家族への支援

項目１ 濃厚接触者がいる家庭への訪問準備
項目２ 近所への配慮と感染対策した家庭訪問の準備
項目３ 家庭内のゾーニングと感染防止のための家族への指導 23
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今までにかかったことがある病気や治療中の病気、
アレルギーはありますか。

3年前に脳梗塞でね、左が動かないのよ。
アレルギーはないわ。

何かお薬は飲んでいますか。
血圧の薬かし
ら。

お薬手帳を見せてください。

はい。

考えてみよう１ 解説

感染症外来
大塚看護師

佐藤時枝さん

現病歴２ アレルギー5既往歴3 4 薬   歴
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教材の現在の活用方法

• 活用上の問い合わせや意見、JV-Campusのグループ機能の登録希望
を受け付けるページを作成し、運用中

26
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• JV-Campus にアクセスしていただき、個人アカウントを
作成していただくと無料で、どなたでも使用できます。

•現在、2,549人（2026年３月現在）

27

皆様のサインアップをお待ちしています

サイン
アップ
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